
国内実地研修 

実習先：JAあいち経済連 農産資材部 



１日目 JAあいち経済連 

    くみあい肥料工場 

BB肥料製造の概要と土壌診断業務ならびに処方箋作成
の手伝いを通じて、土壌診断業務の大枠を学習する 



くみあい肥料工場概要 

 土壌分析により、その地域の土壌・作物に適した
BB（バルクブレンディング）肥料・有機配合肥料
の生産を行う 

 昭和５６年１０月竣工 

 敷地面積 ３１,７０４㎡（９,５９３坪） 

 製造能力 １７０ｔ/日量 

 要員 

 現場作業 ８名 

 分析 ５名 

 事務所 ３名 



BB肥料とは？ 

 ＢＢ＝ Bulk（粒） Blending（配合・混合） 

  2種類以上の粒状の原料肥料を配合した肥料 

 

 主な銘柄・・・ひとまきくんシリーズ など 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＢＢ肥料の特徴 

 低コスト肥料 

 地域・土壌・作物に適した銘柄対応 

 肥効は化成肥料と同じ 

 

 

 

現在の愛知県のBB肥料シェア ５０％以上 

 水稲だけなら７０％ほど 



土壌診断 

 土づくり診断 

 作物類別に設定した分析項目（８項目）を実施
し、土壌診断システムを用いて処方箋を作成する 

 

 施肥診断 

 土壌の窒素成分および施用する堆肥の成分を分
析し、その結果を加味した処方箋を作成する 

 



分析操作 

試料秤量 

抽出 

濾過 

発色 

測定 

全農型土壌分析器 ZA-Ⅱ 



土壌診断処方箋 



２日目 CE等への集荷推進 

   （収量・品質情報収集） 

カントリーエレベーター、ライスセンター等の巡回 
集荷推進を通じて、担い手の役割とお米の収穫・集
荷・流通の概要を理解する 



JAあいち中央  

安城カントリーエレベーター 

荷受 

計量 

精選 

乾燥 

貯蔵 

籾摺 

選別 

袋詰・出荷 



ＪＡあいち豊田営農部 

下山ライスセンター 

 下山村・・・中山間地域 ミネアサヒ 

 

 

 ライスセンターとカントリーエレベーターの違い 

 →貯蔵機能の有無 

 



研修3日目（肥薬課） 

 ＪＡあいち経済連の東三河センター（豊橋市）へ
行き、 

 生産資材部 肥料農薬化の 加藤さん につい
て回り、 

 ＪＡあいちみなみの資材センターを中心とした
各施設を見学した。 



1．ＪＡとはどんな組織か 

 ＪＡあいちみなみ（農協）は地域ごとの各ＪＡ
のひとつで、ＪＡあいち中央、ＪＡあいちなごや
…などと同列のもの 

 

 

 



 一方ＪＡあいち経済連（県経済連）は各ＪＡに資材
や苗を供給したり、農業指導を行う。 

どちらも民間である 



2．肥料農薬課のお仕事 

農協の施設や農家さんを回って資材を勧める、い
わゆる営業。 

これを定時（17時）まで行った後、本部に戻って事
務仕事。 

 

一言でまとめるとこのようになりますが、 

大変なお仕事です 



資材センターの窓口活性化 

 各地ＪＡの資材センターは経済連などから肥料や農
薬を仕入れ農家に販売する施設。 

 

 購入する農家にわかりやすくするよう経済連が指導、
薬局のような見やすい店内 

 

 ポップのコンテストや特典付きキャンペーンなどで
農家が足を運びやすい施設に 



ポップの例（赤羽根店） 

殺虫剤売上ランキング 

①フェニックス 

②アファーム 

③プレオ 

 



3．その他施設 

 営農物流センター 

経済連やその他企業からの資材を一時保管、東三
河地域全域に供給 



 営農支援センター 

 地域の営農技術情報の拠点。 

 品種改良、農薬試験、技術開発 等 

生産資材部の管轄ではない 



4．問題 

 資材を扱うためクレームもある。 

 肥料がかたくてくずれない 等の理由でキャンセル
されることも 

 

 資材には園芸材と水稲材があるが、水稲材は使用時
期が限られるため返品を受ける 

 →大量に発注しておいて時期が過ぎると余りが大量
に返品される 



 農家のＪＡ離れ 

 市町村合併でＪＡも統合、ＪＡの数が減少し地域密
着性が低下 

 

 肥料・農薬専売企業の台頭 

 →農家がＪＡからではなく他から資材を仕入れるよ
うに 



３日間の研修から学んだこと・感想 

 ＢＢ肥料製造の過程を理解し、また土壌分析の工
程を知ることで、施肥というものがいかに考えら
れ行われているか理解できた 

 

 カントリーエレベータや各地のＪＡ施設を見学す
ることで、農業に関する物流の現場を知ることが
できた 

 

 普段口にしている米の収穫・集荷・流通の過程で
働く人々の姿をみて、感謝の気持ちが芽生えた。 

 


